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要旨

　秋田県では、1955年から 1979年まで秋田県知事を 6期 24年務めた小畑勇二郎
（1906-1982）の主唱により、我が国の地方自治体としては、先進的に生涯教育の
推進に取り組み始めた。
　そこで本研究では、第 1に、小畑がなぜ、全国の中でも先駆的に生涯教育を推
進しようと思いたち、自ら先頭に立って行動したのか、第 2に、具体的にどのよ
うに生涯教育を推進していったのかという経緯や思想を明らかにし、「秋田県の生
涯学習の源流」を探った。その手法として、小畑の生涯教育に関して論じた著書
や講演集などの文献調査と、小畑にゆかりのある関係者らにインタビュー調査を
行った。
　本論文は序章に続き、全 2部 6章と終章により構成した。
　第 1部では、小畑勇二郎とはどのような人物だったのか、小畑がなぜ全国的に
も早い段階で生涯教育を推進しようと思いついたのかという問題意識を持ち、「自
己形成の過程」、「キャリア形成過程」、「国際経験」、「生涯教育に関する思想」の 4

つの観点から、小畑の生い立ちや生き方、教育に対する理念についてまとめた。
　第 1章では、小畑の誕生から秋田県庁の職員になる前までのあゆみをたどりな
がら、生涯教育の推進へとつながるきっかけや出会い、その背景を探った。第 2

章では、小畑が秋田県庁職員を経て、県知事を 6期務めて退任するまでの期間に、
小畑がどんな取り組みを見せたのかということに着目し、生涯教育の推進の実情
について検討した。第 3章では、秋田県の生涯教育の一つの分野として、国際的
な事業を取り入れていたことや、諸外国と秋田県の生涯教育事業への影響関係に
ついて掘り下げた。第 4章では、小畑の生涯教育に関する思想に焦点を当て、小
畑が生涯教育を推進しようと思い立った事情や背景について検討した。
　第 2部では、小畑の生涯教育に対する思想が秋田県の生涯教育政策及び事業に
どのように表れているのか、「1970年代の秋田県の生涯教育政策」、「秋田県の生
涯教育施設」、「秋田県の生涯教育事業」の 3つの観点から、小畑が知事を務めた
1970年代の秋田県の生涯教育のあゆみや、小畑の生涯教育に対する思想に基づい
た政策、事業、施設の事例や背景を詳しく調べた。
　第 5章では、小畑が県知事を務めた 1970年代の秋田県の生涯教育政策の形成と
実施の経緯に着目し、秋田県が具体的にどのように生涯教育を推進していったの
か探った。第 6章では、小畑の生涯教育に対する思想と生涯教育に関する政策が、
秋田県の生涯教育施設や事業全般に対してどのように影響を与えているのか、明
らかにした。
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　終章では、小畑が生涯教育政策を推進する上で、後世に受け継いでほしいと思っ
たことは何だったのか、各章で明らかにしてきた事実をもとに、現代の秋田県の
生涯学習の状況を検討しつつ、日本全体の生涯学習のあり方について考察し、本
論文のまとめとした。
　秋田県が生涯教育を推進してちょうど半世紀が経った現在、小畑が中心となっ
て推進してきた「生きがいを感じる学習」、そして、「人と人とのつながり」を大
切にし、「地元の人材をうまく活用すること」に力を入れてきた秋田県の生涯教育
の原点を、これからの日本の生涯学習のあり方を見つめ直す上で、今こそ再認識
すべきであると考える。
　なお、本稿では、修士論文の骨子を取り上げた。小畑の生涯教育の推進と、小
畑の生涯教育に関わる足跡から、生涯教育を推し進めた背景と影響関係を探った。
また、小畑が県知事を務めていた 1970年代に秋田県が具体的にどのように生涯教
育を推進したのか、政策や事業の観点から、秋田県の生涯教育の特色と今後の日
本全体の生涯学習の方向性について考察した。
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１．はじめに

　本研究の目的は、1970年代に日本の中でも先進的に生涯教育を推進し

た秋田県に着目し、そのキーパーソンである当時の秋田県知事であった

小畑勇二郎の足跡とともに秋田県の生涯教育政策形成の過程を、以下の

問いから明らかにすることにある。秋田県知事を務めた小畑勇二郎がな

ぜ、全国の中でも先進的な取り組みとして秋田県で生涯教育を推進しよ

うと思いついたのか。秋田県では具体的にどのように生涯教育を推進し

ていったのか。小畑が当時、秋田県民に伝えたかったことは何か。そし

て後世に受け継いでほしいと思ったことは何だったのか。秋田県で推進

された生涯教育に関わる事業の詳細とともに、小畑の生い立ちや足跡を

顧みながら、秋田県における「生涯教育の源流」を探る。そのための研

究方法として、小畑が生涯教育に関して論じた著書や講演集などの文献

調査と、小畑にゆかりのある関係者らへのインタビュー調査を行った。

　秋田県が 1970年代に生涯教育を推進したことは、よく知られている。

例えば、秋田県の生涯教育に関しては以下のような先行研究がある。

　秋田県教育委員会（1986）1は、1970年 4月に小畑の主唱により、生

涯教育研究のためのプロジェクトチームが設置されたことや、秋田県の

生涯教育推進の主な流れを記録している。だが、秋田県の生涯教育の歴

史的経緯については、詳しく触れておらず、小畑の生涯教育に対する思

想についてもほとんど述べていない。

　1980年に設立された小畑勇二郎顕彰会 2は、小畑の関係者による小畑

の生涯と業績に関する論稿や小畑自身の日記、手紙並びに講演集を収録

した書籍を出版している（小畑勇二郎顕彰会 1985, 2001）が、分析まで

には至っていない。

　岡本包治・山本恒夫（1985）3は各都道府県の生涯教育の事業や生涯

教育の推進状況を分析し、秋田県の生涯教育の施策は小畑のリーダーシッ
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プによるところが大きいことや秋田県の生涯教育の事業を紹介している。

　また井上講四（2007）4は、日本における生涯教育（学習）政策・研

究を概観しながら、1965年に波多野完治がユネスコ会議に参加したこと

で、日本の生涯教育政策の形成が始まったが、現場実践的には秋田県や

兵庫県が首長のリーダーシップのもとに 1970年前後から既に取り組んで

いたと述べている。だが、小畑の名前や業績については触れておらず、

1970年前後に秋田県が生涯教育を推進したという事実のみを紹介してい

るだけである。

　秋田県の生涯教育推進の展開過程における小畑の功績について取り上

げている研究論文としては、山田正行（2003）5ならびに古内一樹・原

義彦（2015）6があるが、いずれも小畑の思想と関係づけた具体的な政

策や事業の分析までは行っていない。

　そこで本稿では、第 1に、秋田県で生涯教育を推進する上で中心となっ

た小畑勇二郎元秋田県知事のあゆみと、生涯教育推進のきっかけとなっ

た背景や影響関係について「自己形成の過程」、「キャリア形成過程」、「国

際経験」の 3つの観点から探っていく。第 2に、小畑が秋田県知事を務

めていた 1970年代の秋田県の生涯教育の歴史を明らかにするために、秋

田県の生涯教育政策について見ていく。第 3に、特色ある秋田県の生涯

教育の事業について明らかにする。そして、第 1から第 3までの研究で

浮かび上がった秋田県の生涯教育の特色をまとめ、現代の秋田県の生涯

学習の実情について触れながら、今後の日本の生涯学習のあるべき姿を

考察した。

２．小畑勇二郎のあゆみ

　小畑勇二郎は、1906年 9月 19日 7に秋田県北部の早口村（現秋田県

大館市）という青森県境に近い地域で、父の勇吉と母のシカの間に次男
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として生まれた 8。小畑は秋田中学（現秋田高校）卒業後、社会経験を積

んでから小学校の代用教員を務めたが、この時が小畑にとって初めて教

育と関わった出来事といえる。その後、1939年に秋田県庁の職員になり、

県民生部長に着任した時には県立児童会館を設置し、ソ連のピオニール

宮殿、中国の少年宮を参考にした構想で運営に乗り出した 9。小畑は、秋

田県知事に就任する以前から子どもの教育のあり方について幅広く考え、

行動を起こしていたことがわかる。知事になる前から教育への関心が人

一倍高かったのは間違いないだろう。また、秋田県の児童会館は、ソ連

や中国の同様の施設を参考に運営していたという事実から、小畑は海外

に広く目を向けていたことがわかる。

　小畑は、1955年から 6期 24年間にわたって秋田県知事を務めた。第

1期（1955年～ 1959年）では、赤字財政の再建や、全国第 2位の大き

な湖沼であった八郎潟の干拓など大型公共事業に取り組み始めた。第 2

期（1959年～ 1963年）では、当初 10年計画だった財政再建を 8年間

で終わらせ、財政赤字で意気消沈していた県民を元気づけようと秋田国

体（国民体育大会）を開催した。第 3期（1963年～ 1967年）では、「農

業近代化ゼミナール」や「家庭の日」、「青年議会」などの社会教育や家

庭教育の振興に取り組んだ。第 4期（1967年～ 1971年）では、全国で

も先端的な「脳血管研究センター」の設立や、80歳以上の高齢者を対象

にした医療費の無料化など、医療福祉の充実に力を入れた。第 4期の

1970年には、秋田県庁内に生涯教育推進のためのプロジェクトチームを

設置した。これが秋田県の生涯教育推進の始まりであったといえよう。

小畑は、生きがいを感じることができる生涯教育を重んじていた 10。そ

して、第 5期（1971年～ 1975年）では、「若い力を県政に」というスロー

ガンを掲げ、本格的に生涯教育を推進した。国際交流事業として、第 5

期には「訪ソ青年の船」、第 6期には「日中友好秋田県農業青年の翼」に

取り組んだ。

　小畑は、やると決めたらやり遂げる勢いと責任感がとても強かったこ
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とが窺える。また、秋田県知事になる前から代用教員や県の民生部長を

務め、教育に深く関わってきたことから、生涯教育に対する理解が大き

かったのだろう。知事第 3期には、「農業近代化ゼミナール」や「家庭の

日」、「青年議会」など家庭教育や社会教育に力を入れていたことから、

第 4期から生涯教育を推進する上での基盤となっていたと考えられる。

また、第 5期に「訪ソ青年の船」、第 6期に「日中友好秋田県農業青年の

翼」に取り組んでいたことから、「国際的な視点」を持っていたといえる

だろう。

　このように、小畑個人の「多様な経験」や「多くの人との出会い」、「国

際的な視点」を持っていたことによって、行き着いたものが「生涯教育」

だったのではないだろうか。

３．秋田県の生涯教育の誕生

（1） 秋田県における生涯教育研究プロジェクト班の設置

　秋田県は、1970年に県庁内に 11課 16名による生涯教育を研究するプ

ロジェクトチームをつくり、生涯教育に関する考え方や進め方について

研究を行った 11。生涯教育推進のためのプロジェクトチームは様々な課

が連携しあって生涯教育について研究をしていた（表 1）。

　秋田県の生涯教育は、当初より、教育をはじめ、様々な行政部門が組

み合わさって連携しながら推進しようとしたことがわかる。また、教育

の面からだけでなく、農産業や職業など様々な課が専門性を生かして教

育を県民に提供していこうとしていた。
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表 1　1970年の県庁内のプロジェクトチーム編成

（出典） 秋田県生涯教育推進本部（編） 1985 『秋田の生涯教育　―回顧とこれから
への期待―』，秋田県生涯教育推進本部，p.14をもとに筆者作成

（2） 秋田県生涯教育推進本部の設置

　秋田県では 1972年 4月に秋田県生涯教育推進本部を設置し、小畑が本

部長を務め、副知事と教育長が副本部長を務めた 12。秋田県生涯教育推

進本部には、秋田県生涯教育推進本部長の諮問機関として 29名の県民代

表によって秋田県生涯教育推進協議会が設置され、その中に 8名による

常任委員会が設けられた 13。また、秋田県生涯教育推進本部の顧問として、

藤原英夫（甲南女子大学教授）、森隆夫（お茶の水女子大学教授）、塚本

哲人（東北大学教授）、村井実（東京大学教授）、村松喬（東海大学教授）、

大野連太郎（国立教育研究所指導普及部企画室長）、伊藤忠二（元秋田県

教育長）の 7名を委嘱した 14。これは、客観的な立場から指導助言をも

らうためだった 15。

　小畑が秋田県生涯教育推進本部の本部長を務めていたことから、自ら

中心となって秋田県の生涯教育を推進しようとしていたことがわかる。

また、諮問機関として県民の代表を選んで秋田県の生涯教育を推進して

いったことから、県民の声を反映することができるような体制をつくっ

ていたといえる。さらに、顧問には大学教授が多く所属していたことから、

様々な学術的、専門的な視点から助言や指導を受け、秋田県の生涯教育

を推進しようとしていたことが窺える。
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４．秋田県の政策と生涯教育事業

（1） 『第 3 次秋田県総合開発計画』の策定 

　『第 3次秋田県総合開発計画』は、1971年から実施された。秋田県の

すぐれた開発条件をあらゆる面で追求し、県政の発展の基礎をつくるた

め、広域生活圏の形成を促進して都市と農村との安定した生活環境をつ

くるとともに、農業の発展と工業の開発を進め、地域経済の拡大と労働

力の円滑な流動をはかり、農工一体の豊かな郷土をつくることを基本目

標とした 16。この基本目標を達成させるために、「1　健康と生活を高め

る福祉社会　2　生産性の向上をめざす産業の開発　3　生涯教育の推進

と人間能力の開発」17の 3つの課題を掲げた。秋田県は初めて「生涯教育」

を行政の重要課題として掲げ、実践した 18。

　『第 3次秋田県総合開発計画』の 3つ目の柱では、「生涯教育の推進と

人間能力の開発」を掲げ、時代状況の急速な変化により、人々の知識や

技術は新しいものが絶えず求められ、平均寿命が延び、社会に適応する

ために学習が必要になってくるとしている 19。また、社会生活が高度化、

複雑化することによって、人間性の喪失と人間疎外の傾向が当時高まり

つつあった 20。

　このような社会において、生きがいを感じ、充実した生活を送るため

には、実践的な社会性と創造的な課題解決の能力を身につけた文化的で

健康なたくましい人間であることが望まれていた 21。社会の発展に対応

するため、人間性の回復に対する要求の増大は、学校教育だけでなく、

家庭、学校、社会における教育機能の体系化と最適化を必要とし、「求め

られる教育」、「開かれた教育」、「満たされる教育」を生涯にわたって保

障し、自己啓発する教育的風土を築くことが教育における最も重要な課

題であるとした 22。また、知性に富み、健康で人間性豊かな県民を育成

するためにすべての県民に対して生涯にわたって最適な教育の機会と場

を提供することを保障し、生きがいを目指して、いつでもどこでも学び
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合う姿勢を身につけることが必要であった 23。

　『第 3次秋田県総合開発計画』では、「生きがい」という言葉が何度か

使われていることから、秋田県の生涯教育は「生きがい」を重んじた生

涯教育を推進しているといえよう。

（2） 『第 4 次秋田県総合開発計画』の策定

　『第 4次秋田県総合開発計画』は、1976年から実施された。『第 4次秋

田県総合開発計画』では、多様化しつつある県民のすべての欲求に応え

るために所得を増やし、物質的欲求だけでなく、精神的な充実感を与え

ること、「真の豊かさ」を求めて県政を進めることが必要であると述べら

れていた 24。また、「真の豊かさ」を「環境」、「くらし」、「心」の 3つの

豊かさに類型化し、調和をはかりながら「真の豊かさ」を段階的に追求

していくことを『第 4次秋田県総合開発計画』の基本目標とした 25。

　  この 3つの豊かさの中の 1つである「心の豊かさ」においては、地域

に住んでいる人々が自らの力で地域振興がはかれるように県民が郷土に

誇りと愛情を持ち、助け合って暮らしていく社会的連帯感を持ったうる

おいのある人間形成をはかるために、県民が生涯にわたって学習を積み

重ねる、すなわち生涯学習の機会の充実と気運の醸成に努めなければな

らないとした 26。

　また、「環境」、「くらし」、「心」の 3つの豊かさを求めるために、『第

4次秋田県総合開発計画』の主要課題として、「1 やすらぎのある安全で

快適な社会環境の創造　―豊かな環境―　2 健康が守られくらしの向上

が図られる地域社会の建設　―豊かなくらし―　3 豊かな未来社会を築

く主体性のある人間形成　―豊かな心―」27を掲げている。この 3つ目

の「豊かな未来社会を築く主体性のある人間形成」を実現するためには、

郷土に誇りと愛情をもち、助け合える地域社会をつくる一員としての社

会的連帯感と自分の力で地域社会をつくっていくという意識を備えた人

間を形成していくことが基本であった 28。これは、環境、くらしの 2つ
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の豊かさを備えた地域社会をつくっていくためでもあるとした 29。この

ために、県民が生涯にわたって自己学習を続けることが必要であり、学

び続けることができるような環境を整えること、すなわち生涯教育の拡

充に努めることが大切であった 30。

（3） 特色のある生涯教育事業

①生涯教育奨励員と生涯教育奨励室の設置

　1974年、秋田県では市町村に「生涯教育奨励員」の制度を設置した 31。「生

涯教育奨励員」は、「フランスでやっておりますアニマトゥールの秋田県

版ともいうべきもの」32と小畑は述べている。

　秋田県の生涯教育が広く普及浸透するためには、県民の身近なところ

で学習活動を奨励、援助するための民間の指導者が必要であるため「生

涯教育奨励員」の制度を設置した 33。

　生涯教育を推進するためには、教育的機関、施設の職員が指導者とし

て中心的な役割を担当することになるが、生涯教育は幅広いため民間有

志の指導者から協力してもらい、総合的に組織づけて円滑な運営をはか

ることが重要だとした 34。このため、県民の学習活動が充実するように

専門指導者と生涯教育奨励者によって組織し、連携を取りながら推進す

ることが望ましいと考えられていた 35。

　専門指導者とは、行政における指導者と有志的指導者によって構成さ

れている 36。行政組織における指導者とは、幼児教育や学校教育の教員、

社会教育主事、スポーツ指導員など、専門的な知識や技術を持っている

指導者である 37。また、有志的指導者とは、教養、技術、趣味などの分

野で専門的な技術や技能を持ち、県民の学習の要望に応じて指導できる

人のことをいう 38。

　「生涯教育奨励員」とは、自分の特技を生かして指導したり学習相談を

行ったりして、学習希望者のグループ化をはかり、秋田県民の主体的な

学習活動を充実させる人々のことをいう 39。「生涯教育奨励員」の目的は、



田口　アキ

聖心女子大学大学院論集　第 43 巻 1号（通巻 60 号）2021 年 7 月

—  64  —71

地域における生涯教育を推進する上で中心的な活動者として市町村住民

の学習活動を奨励援助し、地域が主体となって生涯教育推進、充実に努

めることである 40。「生涯教育奨励員」の役割は、住民の意欲を高めること、

特技を生かして学習活動をサポートすること、学習希望者の組織化をサ

ポートすること、学習の相談に乗ること、学習の情報や資料を提供する

ことが挙げられる 41。

　このほかにも、気軽に生涯学習の相談を受けられるように、「生涯教育

奨励室」（通称「ブルーの窓口」）を設置した 42。「生涯教育奨励室」の設

置の目的は、県民の学習を推進するための場所として生涯学習に関する

あらゆる相談に応じ、奨励、助言を行うとともに生涯学習の推進に関す

る情報を集めることや情報を提供することを通して生涯学習を拡充する

ことである 43。

　「生涯教育奨励員」は、フランスの「アニマトゥール」に影響を受けて

いることから、秋田県は海外の教育事情にも目を向けていたといえるだ

ろう。「生涯教育奨励員」は、県民が主体的に生涯にわたって学習できる

ように、奨励、援助することや、自分の特技を生かして学習者をサポー

トすることが活動内容であるということがわかる。

　生涯学習の相談や指導を受けられるような体制ができたことで、県民

一人一人に合った生涯教育を提供することができるようになったのでは

ないだろうか。生涯学習の講座を受けてみたいものの、生涯学習につい

てあまりよくわからない人や自分に合った生涯学習を提供してもらいた

い人などにとっては、大変心強い環境だと考える。しかし、「生涯教育奨

励員」が県民の学習をサポートできる分野が偏ってしまい、学習相談に

応じられないという問題が出てきた場合、どのように対応していたのか、

疑問である。特技や専門性の分野が偏った場合の対処方法も考えるべき

ではなかっただろうか。

　また、「生涯教育奨励員」は、市町村が推進し、秋田県生涯教育推進本

部が研修を行い市町村が中心となって修了者に委託される 44。この点に
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ついて考えると、県民が主体的に「生涯教育奨励員」を務めるというこ

とができないことが課題の一つではなかったかと考える。

　現在も秋田県生涯学習センターには、「ブルーの窓口」が設置されてい

る。小畑の取り組んだ事業の一つである「ブルーの窓口」が設置され続

けているということは、それだけ秋田県の生涯学習に必要な事業である

ということの表れだろう。

②訪ソ青年の船

　1972年から「訪ソ青年の船」が始まり、小畑が団長を務め、毎年約

260人とともに 2週間かけてナホトカ、ハバロフスクを経た後、モスク

ワ班はモスクワ、レニングラード、キエフ、シベリア班はイルクーツク、

ブラーツク、ノボシビルスクなどの各都市を回った 45。「訪ソ青年の船」は、

1979年まで 8年間続いたが、小畑は 5回目まで団長を務めた 46。6回目

以降は、後に秋田県知事を務めた佐々木喜久治が団長を務めた 47。

　この事業の目的は、ソ連の青年との親睦を深め、研修を行って、国際

協力の精神を涵養すること 48や体制の異なる世界を見て、青年たちの目

を開かせて自由の尊さを知ってもらいたい 49ということだった。

　小畑は「訪ソ青年の船」の目的について座談会で次のように述べている。

「これから秋田県を担う青年諸君に海外を見てもらい、そして海外から自

分の故郷を見直し、その若い力を郷土建設に役立ててもらおうという意

味で立県百年記念事業の一つとして始めた海外研修で、今年で二回目で

す。」50

　小畑が述べていたとおり、「訪ソ青年の船」は、「若い力を県政に」と

いうスローガンのもと、秋田の立県 100年記念事業の一つとして企画し

た事業だった 51。

　第 1回「訪ソ青年の船」では、ナホトカでナホトカコムソモール第一

書記主催の交歓会が開かれ、日本人墓地参拝、映画鑑賞（国際船員会館）、

保育園の見学を行った 52。例えばブラーツクでは、セントラル図書館の
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視察、青年スポーツ大会、青年文化交流などを行い、モスクワでは、日

ソ友好会館の訪問、モスクワ大学やクレムリン宮殿、赤の広場などを回り、

ピオネール宮殿の見学などをした 53。このように訪ソ青年の船では、様々

なところを歩き、交流を深めていた。

　第 2回「訪ソ青年の船」に参加した青年は、帰国に向かう船の中で行

われた座談会で不自由に感じたことや交流について次のように述べてい

る。「やはり言葉ですね。ひとつふたつは手帳なんか見て質問したけれど

も、返ってくる答えが全然わからない。」54

　第 1回「訪ソ青年の船」に参加した青年は座談会でソ連に行って学ん

だことについて次のように述べている。「若者が主体となってやらなけれ

ばならない―というソビエトの各地で得た実感をこれから生かしていき

たいと考えています。」55

　第 2回「訪ソ青年の船」に参加した別の青年は、座談会でソ連に行っ

て学んだことを伝えていくという意気込みについて次のように語ってい

る。「まず見てきたことすべてを報告しなければならないと思っています。

このほか、ソ連訪問の経験ある先輩や町長さんなどがおられますのでそ

の人たちを囲んで、前に行かれた時のソ連と今の現在の私の見たソ連と

いうことを話し合いそれを町民の人たちに伝えながらまた活動を進めて

いきたいと考えています。」56

　小畑は、第 2回「訪ソ青年の船」の座談会で「訪ソ青年の船」の役割

について次のように語っている。「私たちの行動はテレビでもラジオでも

みな放送され、市民が知っている。ですからこの「青年の船」の成果は

単に秋田県にとってだけではなく、日ソの親善友好に非常に大きな役割

を果たしていると思います。また七つの都市を訪問したが、全ソ連に秋

田というものを非常に強く印象づけた。」57

　ソ連の人々との交流に関しては、英語が話せないためにコミュニケー

ションを取ることが難しかったという声があった。このようなエピソー

ドがきっかけとなって青年たちは英語に力を入れたいという意識を持つ
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ようになったことだろう。海外経験が良い刺激になり、学習に対する意

識が高まったはずである。

　ソ連に実際に行った青年たちは、地元の人々に経験を伝えたいと述べ

ていたことから、「訪ソ青年の船」の経験によって海外に目を向ける必要

性をソ連に行った青年だけでなく、話を聞いた県民にも伝えることがで

きただろう。

　また、若者が主体となってやらなければならないと述べていた青年も

いたことから、小畑の 5期目のスローガンにある「若い力を県政に」を

実現するきっかけとなった事業の一つだと考える。

　「訪ソ青年の船」は、8年間しか続かなかったが、ここに 1つの問題が

あると考える。青年たちが貴重な国際経験を積むことができる事業をな

ぜ止めてしまったのだろうか、生涯教育の観点から疑問である。

③日中友好秋田県農業青年の翼

　1976年から「日中友好秋田県農業青年の翼」が始まり、小畑が団長を

務めた 58。1976年には 135人の青年と一緒に 18日間にわたり、農業研

修を行ったが、そこでは農業の基本である、「自然循環、自給自足の原則」

に対して、小畑は感銘を受けたと述べている 59。「日中友好秋田県農業青

年の翼」が始まった頃は、日中の往来が閉鎖的だったが、田中角栄内閣

総理大臣の努力による国交正常化に伴い、各団体が中国に訪問するよう

になった時期であった 60。

　「日中友好秋田県農業青年の翼」の目的は、「訪問先農業青年との交歓、

現地の文化産業（農業）、経済等の視察により国際的視野を広め日中友好

の増進をはかるとともに、規律ある団体生活と研修を通じて、連帯意識

の高揚をはかり、将来の中核的農業経営者を育成すること」61であった。

例えば、1977年には、北京、南京、上海などを回り、中国農業を学んだ
62。

　1970年代から中国と交流を深めて農業について学んでいたことが、秋
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田県の農業に活力を与えた理由の一つだったのではないだろうか。海外

での経験が良い刺激となり、仕事に対する意識が高まるきっかけとなっ

ただろう。青年や小畑の考えからわかるように、中国の農業を見学した

ことが日本の農業を見直す機会となったはずである。

５．考察

（1）秋田県における生涯教育推進の特色

　小畑が県知事を務めた 1970年代の秋田県における生涯教育推進のため

の具体的な取り組みの特色として、ネットワーク行政、多様な教育機会

を統合する概念としての生涯教育、コーディネーターの配置、生きがい

の重視ならびに国際化を挙げることができる。

　秋田県の 1970年代の生涯教育政策と事業の歴史の流れを年表でまとめ

たもの（図 1）をもとに、以下にそれぞれの特色について述べる。

①ネットワーク行政による生涯教育推進

　日本は、1960年代から 70年代にわたる高度経済成長によって、社会

状況が急激に変化したことや、人々の間のコミュニケーションが希薄に

なったという時代状況にあった 63。また、当時の秋田県の各年代の教育

状況は、幼稚園数・園児数及び就園率が全国平均よりも低かったこと 64や、

地域別の高等学校進学率は秋田県中心部と周辺部の間に大きな差がある

こと 65など、それぞれの年代や地域事情で教育課題が多かった。このよ

うな教育課題を解決することが、生涯教育推進の背景にあったとみられる。

　秋田県は、小畑の主唱により、1970年に 11課 16名による生涯教育の

ためのプロジェクトチームを設置した。また、秋田県は、様々な課が連

携し、ネットワーク行政によって多角的な視点から物事を検討しながら

生涯教育を推進していったことが、秋田県の生涯教育の特徴の一つであ
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ると考える。

　同年に出された、『第 3次秋田県総合開発計画』では、三つの課題の一

つに「生涯教育の推進と人間能力の開発」が掲げられていたことから、

秋田県全体として生涯教育の推進に力を入れようとしていたことがわか

る。

　1972年には、秋田県生涯教育推進本部が設置され、小畑が本部長を務

め、副知事と教育長が副本部長を務める体制を整えた。

　1976年には、『第 4次秋田県総合開発計画』が出され、主要課題の一

つに「豊かな未来社会を築く主体性のある人間形成　―豊かな心―」が

掲げられ、この課題を実現するためには、生涯にわたって学び続けるこ

とができるような環境を整えることが必要だと述べられていた。このこ

とから、秋田県は、心を豊かにするための生涯教育を提供していこうと

していたといえるのではないだろうか。

②多様な教育機会の統合

　秋田県では、様々な生涯教育事業や施設建設を展開していった。その際、

「生涯教育」とは幼児期から高齢期までの人生のすべてに関わる学びだけ

でなく、学校教育、社会教育、家庭教育、子育て支援などの多様な教育

機会を連携、統合するという幅広い概念として導入していた。

　秋田県は、生涯教育を推進する以前から、「巡回文庫」や「農業近代化

ゼミナール」、「商工ゼミナール」といった社会教育に力を入れており、

このような取り組みが生涯教育を推進する上で基礎となっていたと考え

られる。

　このように、「生涯教育」の概念が導入されるより前から社会教育の基

盤が構築されていた秋田県で、1970年以降に新設された秋田県生涯教育

センターや秋田県立博物館を拠点に、誰でも生涯にわたって学ぶことが

できるように、学校教育、社会教育、家庭教育ならびに子育て支援が、

それぞれ連携を意識しながら展開されていった。
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　これらの生涯教育事業の拠点として、秋田県生涯教育センターが 1980

年に開所され、「秋田県コミュニティ・カレッジ」が開設された。「秋田

県コミュニティ・カレッジ」は、県民のニーズに合った幅広い分野の講

座が開講され、コースや講座を選択できること、大学の教官や学識経験

者が講師として講座を開設し、地域の人材が活用されていた 66。

　また秋田県では、映像を通した学習と 2ヶ月に 1度、直接先生に会っ

て学習する「放送県民大学」にも取り組んでいた 67。

　同じく、生涯教育事業の拠点であり、学校教育と連携している施設と

して、秋田県立博物館が挙げられる。秋田県の事例をもとに学習するカ

リキュラムがあったこと 68や、博物館と学校が連携した授業 69が行われ

ていた。地元を題材とした理科や社会の授業に関する事例をもとに学習

することで、秋田県に関する知識を身につけたり、郷土の良さを知った

りできると同時に、学習内容をより身近に感じ、興味、関心を持つきっ

かけになると考える。子どもたちには郷土愛が生まれ、育まれるだろう。

　幼児教育の分野においては、例えば幼児教育の分野で親のための教育

として、西ドイツの「ペリカン通信」をモデルにし、親に対して子育て

の知識を書いたはがきを送る「スギの子通信」が行われていた 70。また、

県内の各市町村を指導者が回って家庭教育での相談に乗り、子育てに関

する知識を提供する「移動スギの子ひろば」や、育児に関する指導を専

門家がわかりやすく行う内容のテレビ番組「スギの子ひろば」も推進し

ていた 71。このことから、秋田県では家庭教育にも力を入れていたこと

がわかる。

③多様な生涯教育を県民に実現させるためのコーディネーターの配置

　生涯教育事業のコーディネーターとして、「生涯教育奨励員」や「生涯

教育奨励室」（通称「ブルーの窓口」）を設置した。「生涯教育奨励員」は、

市町村に設置したが、県主体ではなく、県から市町村に生涯教育の主導

権が移り、生涯教育が県全体に根付くように力を入れていたとみること
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ができる。県民にとっても、市町村単位で「生涯教育奨励員」がいるこ

とで、生涯教育がより一層身近になったのではないだろうか。このほか

にも「生涯教育奨励室」（通称「ブルーの窓口」）を設置したが、学習の

相談窓口があることで、県民が気軽に学習相談ができるようになった。

④生きがいを重視した生涯教育推進

　秋田県では「生きがい」を求めた学習事業として、「高齢者学級」を挙

げることができる。老後の長い人生を楽しく生き生きと過ごすことを可

能とするために「高齢者学級」がつくられたのだろう。このほかにも、

実施のねらいに「生きがい」という言葉を当てていた「市民大学講座」

が挙げられる 72。また、「企業内教育」においては、社会状況の急速な変

化への対応のための学習だけでなく、自己実現のための学習を通した「生

きがい」のある職場づくりなどが、生涯教育から見た「企業内教育」の

必要性であった 73。

⑤秋田県の国際化

　秋田県の生涯教育の分野で国際的な事業として「訪ソ青年の船」や「日

中友好秋田県農業青年の翼」が挙げられる。小畑が自ら団長を務め、青

年とともにソ連や中国に渡り、国際交流を行った。海外に目を向ける姿

勢を身につけることや、今後の秋田県の発展に生かすために、改めて自

分のふるさとを見つめ直すことなどが事業の目的となっていたことがわ

かった。また、教育や農業などについても学び、数多くの国際経験を重

ねた。このような事業を行うことで、秋田県の良さに気づくことができ、

郷土愛が強くなったことだろう。しかし、この事業は、現在は取り組ま

れていないため、事業をうまく引き継がれなかったところに問題がある。

　このほか、アメリカの「コミュニティ・カレッジ」の影響を受けた「秋

田県コミュニティ・カレッジ」や、フランスの「アニマトゥール」を参

考にした「生涯教育奨励員」、西ドイツの「ペリカン通信」をモデルとし
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た「スギの子通信」といったように、海外の当時の先進的な生涯教育の

取り組みも積極的に取り入れていたことは、秋田県の国際性の表れとみ

なすことができるだろう。
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図 1　秋田県の 1970年代の生涯教育の歴史の流れ

（筆者作成）
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（2）今後の生涯学習のあるべき姿

　2018（平成 30）年度の内閣府の生涯学習に関する世論調査で、全国の

18歳以上の日本国籍を有する 1710人 74から回答を得た中で、「学習した

ことがある」と答えた 999人 75に対して、「学習した理由」を聞いた。そ

の結果、「人生を豊かにするため」と答えた人が 36.2％ 76であったこと

から、人生を豊かにするために生涯学習をしている人の割合が比較的多

いことがわかる。このことから、現代は「人生を豊かにする学習」を推

進していくべきだと考える。しかし、生涯学習をするための学習経費の

問題が、学習活動への参加に大きな影響を与えており、経費支援の在り

方が生涯学習振興の課題 77といわれている。つまり、自分の人生を豊か

にするためには「決して軽いとはいえない受益者負担」を強いられてい

るのが現状である。

　持続可能な開発目標（SDGs）の 4つ目には、全ての人々に質の高い教

育を提供し、生涯学習の機会を促進することが掲げられている 78。また、

「人生 100年時代」と言われている現代は、「より多様で豊かな生き方・

暮らし方のマルチステージの生き方」79が求められている。

　2018年の中央教育審議会の答申で、これからの新たな社会教育の方向

性としては、「開かれ、つながる社会教育の実現」を挙げている 80。その

ために、多くの住民が主体的に参加できるような方策を工夫し強化する

「住民の主体的な参加のためのきっかけづくり」、首長や大学、企業など

と連携する「ネットワーク型行政の実現化」、地域の学びと活動を促進す

るための多様な人材の活躍を援助する「地域の学びと活動を活性化する

人材の活躍」に取り組むこととしている 81。

　そこで、小畑が力を入れていたように、地域の人材をうまく活用し、

人と人とのつながりや大学、首長との連携を大切にしながら学習する方

式、体制を取り入れることによって、学習するため（「人生を豊かにする」

学習をするため）の受益者負担を軽減し、これからの新たな社会教育の

方向性である「開かれ、つながる社会教育」を実現することができるの
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ではないだろうか。また、「人生を豊かにするため」に生涯学習をしてい

る人が多いことや、「人生 100年時代」といわれていることから見ても、

小畑が重んじていた「生きがいを感じること」や「楽しく過ごすための

生涯学習」にますます力点を置くべきだと考える。

　秋田県が生涯教育の推進からちょうど半世紀が経った現在、本論文で

見てきたように、小畑が中心となって推進してきた「生きがいを感じる

学習」、そして、「人と人とのつながり」を大切にし、「地元の人材をうま

く活用する」ことに力を注いできた秋田県の生涯教育の原点を、今こそ

再認識すべきである。
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